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慶
応
4（
1
8
6
8
）年
3
月
下
旬
、
会
津
藩
は
宇
都
宮
藩
領
境
の
古
賀
志
山
嶺
赤
岩
山
に
ま
で
進
出
し
、
宇
都
宮
城
下
を
遠
望
し
て
い
た
。

同
月
中
旬
、
譜
代
大
名
で
あ
り
な
が
ら
藩
論
を
勤
王
で
統
一
し
た
宇
都
宮
藩
家
老
縣
信
緝
は
、
3
月
29
日
武
州
板
橋
宿
に
い
た
東
山
道
総
督
府
に

歎
願
し
、
援
軍
2
0
0
人
の
兵
派
遣
が
決
ま
っ
た
。
一
方
、
江
戸
開
城
に
憤
慨
し
た
旧
歩
兵
奉
行
大
鳥
圭
介
率
い
る
旧
幕
府
軍
2
、0
0
0
人 

―
フ
ラ
ン
ス
軍
事
使
節
団
か
ら
訓
練
を
受
け
た
陸
軍
精
鋭
部
隊
に
桑
名
藩
兵
等
も
合
流 

―
が
下
総
国
府
台（
千
葉
県
市
川
市
）で
日
光
ヘ

の
進
軍
を
決
め
、
4
月
11
日
松
戸
か
ら
前
軍
と
中
後
軍
二
派
に
分
か
れ
北
上
し
て
き
た
か
ら
、
下
野
地
方
が
戦
場
と
な
る
危
機
が
迫
っ
た
。

　

小
山
宿
の
戦
闘
で
勝
利
し
た
大
鳥
圭
介
の
中

後
軍
が
、
飯
塚
宿
か
ら
鹿
沼
に
向
か
って
い
た
頃
、

下し
も
だ
て館
経
由
で
芳
賀
郡
に
進
攻
し
て
き
た
会
津
藩

士
秋あ

き
づ
き
の
ぼ
り
の
す
け

月
登
之
助
・
新
選
組
土ひ

じ
か
た
と
し
ぞ
う

方
歳
三
率
い
る
前

軍
は
鬼
怒
川
を
渡
河
し
、
4
月
19
日
の
早
朝
、

南
東
の
方
向
か
ら
宇
都
宮
城
を
攻
め
た
。

　

宇
都
宮
城
へ
の
進
攻
当
日
、
前
軍
は
本
陣
と

し
た
河
内
郡
蓼た

で
ぬ
ま沼
村
（
上
三
川
町
）
の
満
福
寺

門
前
で
血
祭
り
を
お
こ
な
っ
た
。
進
軍
中
、
久

保
田
河
岸
（
茨
城
県
結
城
市
）
で
捕
ら
え
た
黒

羽
藩
斥せ

っ
こ
う候

（
敵
状
偵
察
兵
）
3
人
を
軍
神
へ
の

手
向
け
と
し
て
処
刑
し
た
の
で
あ
る
。

　

前
軍
1
、0
0
0
余
人
は
二
手
に
分
か
れ
、
間

道
を
進
軍
し
た
。
対
す
る
新
政
府・宇
都
宮
藩
も
、

烏
山
藩
の
支
援
も
得
て
東
南
部
の
砂
田
村
や
平

松
・
簗や

な
ぜ瀬

村
に
出
撃
し
、
待
ち
か
ま
え
る
戦
術
を

と
っ
た
。
し
か
し
、
両
藩
兵
と
も
に
刀
・
槍
・
火

縄
銃
主
体
の
旧
式
編
制
装
備
で
畑
や
平
地
林
地
域

に
兵
力
を
分
散
さ
せ
た
か
ら
、「
東と

う
し
ょ
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

照
大
権
現
」

と
書
か
れ
た
白
旗
を
押
し
立
て
、
ラ
ッ
パ
を
合
図

に
畑
中
を
散
開
し
進
軍
す
る
旧
幕
府
軍
に
、
ひ

と
た
ま
り
も
な
く
撃
破
さ
れ
た
。

　

宇
都
宮
城
下
の
特
徴
は
、
城
が
北
向
き
に
作

ら
れ
、
日
光
・
奥
州
道
中
は
城
下
の
西
側
と
北

側
を
走
り
、
奥
州
か
ら
の
守
り
を
意
識
し
た
町

造
り
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
北
・
西
部
に
分
厚
い
備

え
を
配
置
し
た
宇
都
宮
城
で
は
あ
っ
た
が
、
南
東

部
に
弱
点
を
有
し
て
い
た
。
田
川
と
い
う
小
河
川

が
流
れ
る
だ
け
で
、
渡
河
す
れ
ば
攻
め
る
に
好

都
合
な
場
所
で
あ
っ
た
。「
大
手
門
は
濠
も
深
く

堅
固
で
あ
る
が
、
東
南
の
方
は
雑
木
林
と
竹
藪

か
ら
な
っ
て
い
て
、
土
塁
も
低
く
空
濠
で
防
戦
す

る
に
は
困
難
だ
」（
大
鳥
圭
介
『
幕
末
実
践
史
』、

口
語
訳
）。こ
れ
は
旧
幕
府
軍
首
脳
部
の
認
識
で
、

攻
略
は
東
南
の
方
向
か
ら
始
ま
っ
た
（
図
1
参
照
）。

　

旧
幕
府
軍
は
簗
瀬
村
の
名
主
宅
（
現
在
の
簗

瀬
小
学
校
あ
た
り
）
に
火
を
放
つ
と
、
辰た

つ
み
か
ぜ

巳
風

に
あ
お
ら
れ
、
瞬
時
に
市
街
地
へ
燃
え
広
が
っ
て

いっ
た
。
新
政
府
軍
・
宇
都
宮
藩
兵
は
、
田
川
に

か
か
る
諸
橋
を
落
と
す
こ
と
な
く
退
却
し
た
た

め
、
旧
幕
府
軍
は
容
易
に
田
川
を
越
え
た
。
旧

幕
府
軍
は
諸
方
に
放
火
し
つつ
、
燃
え
上
が
る
火

の
手
の
な
か
、
中な

か
が
わ
ら

河
原
・
下し

も

河
原
門
か
ら
城
内
に

突
入
し
て
いっ
た
。
城
主
の
控
え
る
二
の
丸
館や

か
たに

銃
砲
弾
が
打
ち
込
ま
れ
、郭
内
で
は
白
兵
戦
（
刀

剣
に
よ
る
接
近
戦
）
が
始
ま
っ
た
。
激
烈
な
戦

闘
は
六
時
間
く
ら
い
続
き
、
旧
幕
府
軍
の
優
位

が
確
定
し
た
。
新
政
府
軍
・
宇
都
宮
藩
は
退
城

を
決
意
し
て
、
二
の
丸
館
に
火
を
放
っ
た
。
敵
の

利
用
を
考
え
、
燃
や
し
た
方
が
ま
し
と
考
え
た

の
だ
ろ
う
。

　

火
焔
に
包
ま
れ
た
城
下
は
、
48
町
の
ほ
と
ん
ど

が
焼
失
し
、
材
木
町
あ
た
り
が
わ
ず
か
に
焼
け

残
る
有
様
で
、
町
民
の
尊
崇
厚
い
宇
都
宮

大だ
い
み
ょ
う
じ
ん

明
神
（
二
荒
山
神
社
）
も
神
領
農
民
の
必
死

の
消
火
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
焼
亡
し
た
。

　

後
日
、
敗
因
に
つい
て
宇
都
宮
藩
は
、
旧
幕
府

軍
の
最
新
鋭
兵
器
や
洋
式
戦
術
に
後
れ
を
と
っ
て

い
た
か
ら
と
し
た
。
し
か
し
、
定
式
は
籠
城
戦
で

援
軍
を
待
つ
作
戦
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
指
揮
官

の
戦
術
錯
誤
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
多
い
。
前

線
で
指
揮
を
と
っ
た
家
老
縣あ

が
た
の
ぶ
つ
ぐ

信
緝
は
、
敗
北
の
主

因
を
「
本
藩
の
兵
士
は
近
隣
で
起
き
た
一
揆
鎮
圧

の
た
め
、
日
夜
奔
走
し
て
休
む
こ
と
が
な
く
大
変

疲
れ
果
て
て
い
た
」（
口
語
訳
）
と
、
直
後
の
日
記

（『
戊
辰
日
誌
』）
に
認
め
て
い
る
。
城
を
去
っ
た
藩

主
と
藩
士
は
、
別
れ
別
れ
に
館た

て
ば
や
し林へ

向
か
っ
た
。

　

宇
都
宮
城
は
三
の
丸
ま
で
焼
失
し
た
た
め
、

前
軍
は
19
日
夜
、
蓼
沼
村
の
本
陣
他
に
戻
っ
た
。

鹿
沼
宿
に
布
陣
し
て
い
た
大
鳥
の
中
・
後
軍
は
、

宇
都
宮
城
の
陥
落
を
知
る
と
、
20
日
日
光
へ
の
進

軍
を
変
更
し
て
宇
都
宮
に
向
か
っ
た
。
城
下
は

硝
煙
た
だ
よ
い
、
余
燼
く
す
ぶ
る
状
況
で
、
城
郭

に
は
黒
こ
げ
の
遺
骸
が
残
っ
て
い
た
。
旧
幕
府
軍

の
記
録
に
は
、城
内
に
あ
っ
た
金
3
万
両
と
米
3
、

0
0
0
俵
余
を
接
収
し
、
城
下
の
焼
失
家
屋
に

米
3
0
0
俵
を
供
出
、
さ
ら
に
城
内
に
囚
わ
れ

て
い
た
農
民
21
人
を
解
放
し
た
と
あ
る
。
彼
等

は
藩
が
新
し
い
税
を
割
り
当
て
た
際
に
、
抗
議
の

た
め
城
門
に
愁し

ゅ
う
そ訴

を
行
っ
た
者
た
ち
で
、
藩
兵
の

砲
撃
を
受
け
27
人
が
殺
さ
れ
21
人
は
捕
縛
さ
れ

た
と
旧
幕
府
軍
に
述
べ
た
。
縛
を
解
か
れ
た
農

民
た
ち
は
「
大
変
喜
ん
で
、
役
に
立
つ
な
ら
城
に

止
ま
る
か
ら
自
分
た
ち
を
使
っ
て
貰
い
た
い
」
と

頼
ん
だ
（「
浅
田
惟
季
北
戦
日
誌
」『
復
古
記
』

第
11
冊
）。
愁
訴
は
2
月
の
こ
と
な
の
で
、
世
直

し
一
揆
に
先
立
つ
1
、2
カ
月
前
の
で
き
ご
と
で

あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
地
元
史
料
が
な
い
の
で

史
実
の
確
定
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

新
政
府
・
旧
幕
府
両
軍
と
も
ど
も
、
町
民
や
領

民
の
動
向
を
意
識
し
な
が
ら
の
戦
争
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
る
。
こ
の
日
、
秋
月
・
土
方
の
前
軍

も
再
入
城
し
、
大
鳥
軍
に
合
流
し
た
。

　

小
山
で
の
新
政
府
軍
の
敗
北
の
知
ら
せ
は
、
板

橋
の
東
山
道
総
督
府
に
伝
わ
り
、
救
援
隊
が
三

次
に
わ
た
っ
て
派
遣
さ
れ
た
。
因い

ん
し
ゅ
う州

（
鳥
取
）

藩
士
河か

わ

だ

さ

く

ま

田
左
久
馬
率
い
る
山や

ま
ぐ
に国
隊
・
鳥
取
・
土

佐
藩
兵
混
合
隊
。
総
督
府
参
謀
伊い

じ
ち
ま
さ
は
る
)

地
知
正
治
率

い
る
薩
摩
・
長
州
・
大
垣
藩
隊
。
野の

ず

し

ち

じ

津
七
次
・

大
山
弥や

す
け助

ら
率
い
る
薩
摩
・
大
垣
藩
隊
で
あ
る
。

山
国
隊
と
は
丹た

ん
ば波

国
（
京
都
府
）
山
国
地
方
で

結
成
さ
れ
た
草そ

う
も
う莽
隊
で
、
山
陰
道
鎮
撫
使

西さ
い
お
ん
じ
き
ん
も
ち

園
寺
公
望
の
檄
文
に
呼
応
し
て
出
兵
し
た
農

民
出
身
部
隊
で
あ
る
。
そ
の
一
部
が
東
山
道
軍

に
加
わ
り
、
斥
候
部
隊
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

京
都
時
代
祭
の
先
頭
を
飾
る
も
の
と
し
て
名
を

今
に
伝
え
る
。

　

河
田
左
久
馬
率
い
る
救
援
軍
が
一
路
北
上
し

て
き
た
と
こ
ろ
、
宇
都
宮
落
城
の
情
報
が
入
り
、

前
進
目
標
を
壬
生
城
に
と
っ
た
。
壬
生
・
宇
都
宮

間
は
17
キ
ロ
で
栃
木
街
道
が
結
ぶ
。
こ
う
し
て
栃

木
街
道
、
と
り
わ
け
中
間
地
点
に
あ
た
る
安
塚

宿
が
第
二
次
攻
防
戦
の
舞
台
と
な
っ
た（
図
2
参
照
）。

　

大
鳥
圭
介
は
安
塚
口
正
面
攻
撃

部
隊
、
安
塚
宿
東
か
ら
側
背
を
攻

撃
す
る
部
隊
、
遠
く
迂
回
し
て
壬

生
城
を
襲
撃
す
る
部
隊
の
三
つ
に
分

け
、
新
政
府
軍
を
打
破
し
よ
う
と

い
う
作
戦
を
立
て
た
。
22
日
の
夜

明
け
前
に
、
戦
端
は
開
か
れ
た
。

姿
川
に
か
か
る
淀
橋
を
越
え
て
安

塚
宿
北
端
に
か
か
る
と
こ
ろ
が
戦
場

と
な
っ
た
。
新
政
府
軍
6
0
0
に

対
し
旧
幕
府
軍
の
正
面
攻
撃
部
隊

6
0
0
が
雌
雄
を
決
す
る
戦
い
と

な
っ
た
。
当
日
は
風
雨
激
し
く
、
明

け
や
ら
ぬ
暗
闇
の
中
で
の
応
戦
と

な
っ
た
。

　

銃
撃
戦
が
展
開
さ
れ
、
新
政
府

特集1

宇
都
宮
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員  

大お
お
た
け
ひ
ろ
よ
し

嶽
浩
良

安
塚
の
戦
い
、
篠
突
く
雨
の
な
か
、

新
政
府
軍
の
逆
襲

旧
幕
府
前
軍
の
宇
都
宮
城
攻
略
要
図（
4
月
19
日
）

安
塚
付
近
の
戦
闘
要
図
（
4
月
22
日
払
暁
）

特集 1／宇都宮の戊辰戦争

写真 1 ／鞍掛山石窟の入口―藩主が館林に向かう前夜、過ごしたと伝えられる写真 2 ／戊辰役戦死之墓（壬生町安塚）

旧
幕
府
軍
の
宇
都
宮
城
占
領

図
1

図
2
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軍
は
四
斤
山
砲
で
砲
撃
し
た

が
、
戦
闘
は
旧
幕
府
軍
優
位

に
進
み
、
宿
内
へ
と
迫
って
いっ

た
。
し
か
し
、
安
塚
宿
東
を

側
面
か
ら
衝
く
部
隊
は
、
暗

霧
と
冷
雨
の
な
か
で
道
に
迷

い
、
淀
橋
の
手
前
の
幕
田
に

着
く
有
様
で
、
効
果
的
作
戦

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
壬
生

城
に
い
て
苦
戦
の
急
報
を
え

た
河
田
左
久
馬
は
、
予
備
隊

を
引
き
つ
れ
安
塚
に
急
行
、

こ
こ
か
ら
新
政
府
軍
の
逆
襲

が
始
ま
っ
た
。
河
田
は
退
却

す
る
味
方
兵
に
、
抜
刀
し
て

「
退
ク
者
ハ
他
藩
ト
イ
エ
ド
モ

死
ヲ
免
レ
ン
」（「
池
田
輝
知

家
記
」『
復
古
記
』
第
一一冊
）

と
叫
ん
で
押
し
戻
し
た
。
河

田
の
陣
頭
指
揮
や
予
備
隊
の

砲
撃
で
戦
況
は 
一 

変
し
、
旧

幕
府
軍
は
姿
川
辺
に
後
退
し

た
。
こ
こ
で
の
攻
防
も
旧
幕

府
側
に
不
利
で
、
幕
田
村
の

民
家
に
火
を
放
ち
、
西
川
田

へ
と
退
却
し
て
いっ
た
。

　

こ
の
日
、
大
鳥
圭
介
は
体

調
不
良
の
た
め
宇
都
宮
に
在

城
し
た
ま
ま
で
、
直
接
の
指

揮
は
秋
月
登
之
助
が
執
っ

た
。
死
者
だ
け
み
て
も
旧
幕

府
軍
6
、
70
人
、
新
政
府

側
17
人
と
大
差
が
あ
り
、

「
本
日
の
戦
争
八
分
の
敗
績

な
り
」（『
幕
末
実
践
史
』）
と
自
軍
の
敗
北
を

認
め
た
。
市
川
国
府
台
を
立
っ
て
以
来
、
は
じ

め
て
の
敗
北
で
あ
っ
た
が
、
戦
場
に
お
け
る
指
揮

官
の
役
割
が
こ
れ
ほ
ど
比
較
さ
れ
て
論
じ
ら
れ

る
戦
闘
も
な
か
っ
た
。

　

壬
生
城
を
攻
略
で
き
ず
、
八
割
の
敗
北
に
終

わ
っ
た
安
塚
の
戦
い
は
、
大
鳥
圭
介
に
少
な
か
ら

ぬ
衝
撃
を
与
え
た
。
新
政
府
軍
も
同
様
で
、
一

翼
を
担
っ
た
土
佐
藩
兵
も
20
数
人
の
死
傷
者
を

出
す
な
ど
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

　

23
日
、
新
政
府
軍
は
宇
都
宮
城
を
奪
還
す
る

た
め
、
栃
木
街
道
を
北
上
し
た
。
主
力
部
隊
は

前
日
に
壬
生
へ
到
着
し
た
薩
摩
・
大
垣
藩
の
連
合

軍
で
、
指
揮
官
の
大
山
弥
助
（
巌い

わ
お

）
と
野
津
七

次
（
道み

ち
つ
ら貫

）
は
、
後
年
の
陸
軍
卿
や
陸
軍
大
将

と
な
る
名
将
で
あ
っ
た
。

　

大
鳥
圭
介
は
日
光
転
進
の
命
を
下
し
て
い
た

が
、
新
政
府
軍
の
進
軍
を
聞
き
城
下
入
口
を
固

め
た
。
栃
木
街
道
の
城
下
入
口
は
六
道
の
辻
と

呼
ば
れ
る
。
楡に

れ
ぎ木

街
道
も
合
流
す
る
交
通
の
要

衝
で
、
こ
こ
が
戦
場
と
な
っ
た
。
大
山
は
有
数
の

砲
術
家
で
あ
り
、
か
れ
の
指
揮
す
る
四し

き
ん
さ
ん
ぽ
う

斤
山
砲

は
外
国
製
を
改
良
し
た
「
弥
助
砲
」
と
呼
ば
れ

た
も
の
で
、
待
ち
か
ま
え
た
旧
幕
府
軍
を
破
壊

し
た
。
午
前
9
時
頃
で
あ
ろ
う
か
、
四
の
筋
か

ら
一
の
筋
の
武
家
屋
敷
に
な
だ
れ
込
み
、
松
が

峰
門
に
迫
っ
た
。
し
か
し
、
北
方
か
ら
西
方
に

か
け
て
宇
都
宮
城
は
堅
固
に
築
か
れ
て
い
て
、
こ

こ
か
ら
が
一
進 

一 

退
と
な
っ
た
。
西
側
空
堀
土

塁
上
に
散
開
し
た
旧
幕
府
主
力
軍
は
、
突
撃
す

る
新
政
府
軍
に
向
け
銃
火
を
浴
び
せ
、
松
が
峰

門
付
近
一
帯
で
は
白
兵
戦
と
も
な
っ
た
。
野
津

は
傷
つ
き
、
旧
幕
府
軍
参
謀
の
土
方
歳
三
も
足

首
を
撃
ち
抜
か
れ
た
。

　

正
午
過
ぎ
、
大
手
門
付
近
を
守
備
し
て
い
た

旧
幕
府
軍
一
隊
が
伝
馬
町
を
迂
回
し
材
木
町
へ

進
ん
だ
。
大
鳥
の
手
元
に
い
た一隊
も
同
様
六
道

口
へ
出
て
新
政
府
軍
を
後
方
か
ら
襲
っ
た
。
最

後
部
の
輜し

ち
ょ
う
た
い

重
隊
を
奇
襲
し
弾
薬
を
分
捕
る
作
戦

に
出
た
。
三
方
か
ら
包
囲
さ
れ
、
新
政
府
軍
は

窮
地
に
陥
っ
た
。
戦
局
は
急
変
し
、
陽
動
作
戦

を
使
って
滝
の
原
付
近
ま
で
退
却
し
た
。

　

午
後
2
時
半
頃
、
救
援
部
隊
の
伊
地
知
正

治
隊
が
日
光
街
道
を
北
進
し
、
宇
都
宮
城
南
の

地
に
よ
う
や
く
到
着
し
た
。
大
山
・
野
津
隊
へ

弾
薬
と
食
糧
を
補
給
す
る
一
方
、
城
南
の
地
か

ら
攻
め
だ
し
た
。
滝
の
原
に
は
河
田
佐
久
馬
率
い

る
大
垣
藩
兵
も
後
方
支
援
に
は
い
り
、
再
び
宇

都
宮
城
総
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
南
部
か
ら
の
攻

撃
部
隊
は
二
手
に
分
か
れ
、一
隊
は
東
部
を
迂
回

し
て
旧
幕
府
軍
が
占
領
し
て
い
た
明
神
山
の
攻
略

に
か
か
っ
た
。
こ
う
し
て
夕
刻
、
宇
都
宮
城
と
大

明
神
に
立
て
籠
も
っ
て
い
た
旧
幕
府
軍
は
、
一
斉

に
八
幡
山
か
ら
北
方
に
逃
れ
、
左
折
し
て
日
光

に
向
か
っ
た
。
宇
都
宮
城
は
再
び
新
政
府
側
が

掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
図
4
参
照
）。

　

24
日
、
宇
都
宮
城
は
帰
城
し
た
宇
都
宮
藩
家

老
戸
田
三
左
衛
門
に
引
き
渡
さ
れ
、
藩
主
忠た

だ
ゆ
き恕

が
館
林
か
ら
帰
宇
し
た
の
は
そ
の
3
日
後
で
あ
っ

た
。
宇
都
宮
藩
士
は
城
奪
還
の
戦
闘
に
加
わ
る

こ
と
な
く
、
城
に
戻
っ
た
。

※ 

図
1
・
2
・
4
、写
真
1
・
3
：
大
嶽
浩
良
『
下
野
の
戊
辰
戦
争
』（
下

野
新
聞
社
）
よ
り
転
載

※ 

写
真
2
・
4
・
5
：
『
と
ち
ぎ
』（
第
3
3
1
号
、
平
成
7
年
12

月
号
：
栃
木
県
広
報
協
会
）
よ
り
転
載

特集 1／宇都宮の戊辰戦争

野
州
安
塚
戦
争
之
図
、
其
の
二
「
河
田
の
逆
襲
」（
個
人
蔵
）

宇
都
宮
城
攻
防
戦
要
図（
4
月
23
日
午
後
2
時
以
降
）

図
3

図
4

写真 3 ／六道辻の現況（宇都宮市六道町）

写
真
4
／
戊
辰
薩
藩
戦
死
者
墓（
宇
都
宮
市
西
原
１
丁
目
、報
恩
寺
境
内
）

写
真
5
／
戊
辰
之
役
戦
士
墓
（
宇
都
宮
市
西
原
１
丁
目
）

六
道
辻
の
戦
い
か
ら

新
政
府
軍
に
よ
る
宇
都
宮
城
奪
還

新政府軍旗
「白生絹御紋之旗」（上）と「菊御紋紅大四半」（下）
（いずれも宇都宮二荒山神社蔵、栃木県立博物館提供）

図 5
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オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が

街
の
風
景
を
変
え
る
！

　

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
の
オ
リ
オ
ン
通
り
で
今
年
10
月
、
路
上
に
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
を
設
置

す
る
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
と
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
共
存
を
図
る
「
降
り
チ
ャ
リ
、
押
し
チ
ャ

リ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
街
な
か
活
性
化
の
方
向
性
を
探
る
今
回
の
事
業
に
つ
い
て
、

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
「
魅
力
あ
る
都
心
創
造
部
会
」
の
安
藤
英
夫
部
会
長
（
㈱
安
藤

設
計
会
長
）
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
半
数
以
上
が

「
良
か
っ
た
」
評
価

　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
月
）
ま
で
の
１

カ
月
間
、
オ
リ
オ
ン
通
り
（
宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通

り
商
店
街
振
興
組
合
・
オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町

商
業
協
同
組
合
の
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）
を
舞
台
に
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の
社
会
実
験

「
宇
都
宮
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
施
設
は
店
舗
な
ど
59
施
設
。
そ
の
う
ち

30
店
舗
で
、店
の
前
に
パ
ラ
ソ
ル
セ
ッ
ト（
パ
ラ
ソ
ル
、

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
狙
い
は
、

歩
行
者
に
は
休
憩
や
飲
食
な
ど
に
自
由
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
事
業
者
に
は
自
店
の
宣
伝

な
ど
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と

な
ど
で
し
た
（
写
真
１
）。

　

ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
実
験
区
域
内
の
自
転
車

走
行
を
制
限
す
る
「
降
り
チ
ャ
リ
、押
し
チ
ャ
リ
」

も
実
施
し
ま
し
た
。
区
域
内
で
は
自
転
車
を
降

り
て
、
押
し
て
移
動
し
て
も
ら
う
か
、
迂
回
し

て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
、
看
板
や
交
通
誘
導
員

に
よ
る
周
知
・
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真

２
）。

　

利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
「
良
い
」
と
答
え
た
人

が
全
体
の
52
・
9
％
を
占
め
、
良
好
な
反
応
が
得

ら
れ
ま
し
た
。「
降
り
チ
ャ
リ
、
押
し
チ
ャ
リ
」

に
つ
い
て
は
「
良
い
」
が
61
・
9
％
と
、
多
く
の

人
が
好
意
的
に
見
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
店
舗
に
つい
て
は
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

が
43
・
5
％
と
、
利
用
者
よ
り
や
や
低
め
の
数
字

と
な
り
ま
し
た
。「
降
り
チ
ャ
リ
、
押
し
チ
ャ
リ
」

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
「
良
い
」
が
54
・
3
％
で
、

こ
ち
ら
も
利
用
者
よ
り
低
い
評
価
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
参
加
店
舗
の
約
半
数
近
く
が

好
評
価
で
し
た
。

　

こ
の
社
会
実
験
は
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
と
宇
都
宮
市
、
宇
都
宮
中
央
警
察
署
の
協

力
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
核
に
な
っ
て
い

た
の
が
、
推
進
機
構
の
「
魅
力
あ
る
都
心
創
造

部
会
」
内
の
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
し
た
。
安
藤
英
夫
部
会
長
に
、
今
回
の
実
験

を
振
り
返
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
安
藤
英
夫
部
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

西
口
商
店
街
に
対
す
る

危
機
感
か
ら
ス
タ
ー
ト

—
—

 

今
回
の
社
会
実
験
は
、
い
つ
頃
か
ら
準
備

さ
れ
た
の
で
す
か
。

安
藤　

最
初
に
ア
イ
デ
ア
が
出
た
の
は
約
2
年
前

で
し
た
。
私
ど
も
の
部
会
で
は
、
以
前
か
ら
釜

川
周
辺
の
活
性
化
を
手
が
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ち
ら
が
一
段
落
し
た
の
で
、
次
の
事
業
を
模
索

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
再

開
発
な
ど
が
し
ば
し
ば
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
影
響
が
既
存
の
中
心
市
街
地
に
も
及

ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
う
ち
に
何

ら
か
の
対
応
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
現
在
の
大
通

り
、
オ
リ
オ
ン
通
り
な
ど
の
商
店
街
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

—
—

 

中
心
部
活
性
化
の
た
め
に
、
現
在
で
は
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
通
行
量
も
や

や
回
復
に
向
か
っ
て
い
ま
す
ね
。

安
藤　

宇
都
宮
市
は
、
全
国
的
に
も
開
催
イ
ベ

ン
ト
数
が
多
い
都
市
で
す
。
そ
の
効
果
も
徐
々
に

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
街
の

活
性
化
に
は
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は
だ

め
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
と
も
に
、

常
設
的
な
活
性
化
策
が
不
可
欠
で
す
。

日
常
の
中
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
て
い
か

な
く
て
は
、
と
い
う
角
度
か
ら
検
討
し

て
出
た
の
が
、
今
回
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

な
の
で
す
。

　

1
年
前
か
ら
本
格
的
な
準
備
を
始

め
、
今
回
の
実
験
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

—
—

 

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
い
う
取
り
組

み
は
、
全
国
的
に
見
て
珍
し
い
の
で
す

か
。

安
藤　
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
は
、
ど
こ
に
も
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
点
で
も
、
実
施
す
れ

ば
話
題
性
が
高
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
オ
リ
オ
ン
通
り
の

新
し
い
魅
力
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ
こ

か
ら
個
々
の
店
舗
の
売
上
向
上
に
寄
与

し
て
い
け
る
は
ず
で
す
。

—
—

 

自
転
車
を
降
り
て
、
押
し
て
歩
く
こ
と

の
奨
励
も
、
同
時
に
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の

狙
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

安
藤　

オ
リ
オ
ン
通
り
の
自
転
車
の
問
題
は
、
昔

か
ら
の
懸
案
で
し
た
。
特
に
今
回
の
よ
う
な
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
こ
を
走
り
抜
け

よ
う
と
す
る
自
転
車
は
、
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険

な
存
在
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。「
安
心
し
て
歩
く

こ
と
が
で
き
る
通
り
」
だ
か
ら
こ
そ
、
人
が
多

く
訪
れ
る
の
で
す
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
自
転
車

対
策
は
、
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
必
須
で
し
た
。

得
ら
れ
た
結
果
を
元
に

本
格
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

—
—

 

実
施
し
て
み
て
、
い
か
が
で
し
た
か
。

安
藤　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
利
用
者
か
ら
ま
ず
ま
ず

の
評
価
を
い
た
だ
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
実

験
と
し
て
は
大
き
な
成
果
を
得
た
と
思
い
ま
す

し
、
市
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
私
も
何
度
も
歩
い
て
み
て
、
い
く
つ
か

課
題
も
感
じ
ま
し
た
。
第
一
に
は
、
パ
ラ
ソ
ル
セ

ッ
ト
の
配
置
が
あ
ま
り
前
に
出
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
少
々
目
立
た
な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
パ
ラ

ソ
ル
セ
ッ
ト
の
活
用
に
つい
て
、
店
舗
側
も
利
用
者

側
も
と
ま
ど
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
し

た
。
利
用
者
か
ら
す
れ
ば
「
勝
手
に
座
っ
て
い
い

の
？
」
と
迷
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
し
、店
側
に
も

「
自
由
に
利
用
し
て
も
ら
う
（
店
舗
利
用
者
以

外
に
も
開
放
す
る
）」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
何
か
を
新
た
に
始
め
て
形
に
し
て

い
く
に
は
、
時
間
も
手
間
も
か
か
り
ま
す
。
今

回
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
可
能
性
を
計
り
、
ま
た

課
題
を
洗
い
出
す
た
め
の
「
実
験
」
で
す
か
ら
、

こ
の
現
状
を
出
発
点
に
リ
フ
ァ
イ
ン
し
て
い
け
ば
、

き
っ
と
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
って
い
ま
す
。

—
—

 

今
回
の
実
験
の
成
果
を
、
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
か
。

安
藤　

実
験
を
踏
ま
え
て
、
来
年
春
か
ら
本
格

的
な
運
用
を
行
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
期
間

は
ま
だ
未
定
で
す
が
、
長
期
間
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

オ
リ
オ
ン
通
り
で
う
ま
く
い
け
ば
、
今
度
は
他

の
地
域
で
も
試
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
宇
都
宮
市

全
体
が
「
い
つ
で
も
休
憩
で
き
る
、
優
し
い
街
」

に
し
て
い
き
た
い
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
商

工
会
議
所
に
も
積
極
的
に
関
係
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
成
功
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

性
化
策
を
手
が
け
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
宇
都
宮
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
〉実
施

　
10
月
１
日（
土
）〜
31
日（
月
）

宇都宮まちづくり推進機構
魅力ある都心創造部会

安藤  英夫 部会長
（㈱安藤設計会長）

特集2

オリオン通りの
社会実験

写真２／
交通誘導員による
「降りチャリ、
押しチャリ」
の推進

写真1／
オリオン通りに
設置された
パラソルセット
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商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
は
じ
め

地
域
事
業
者
向
け
に
有
益
な
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る「
商
工
会

議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
商
工

会
議
所
お
よ
び
行
政
機
関
等
が
作

成
し
た
中
小
企
業
の
経
営
に
役
立

つ
各
種
資
料
等
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

 

「
第
36
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
し
ず
お
か
藤
枝
大
会
」に
参
加

「
宮
の
市（
商
業
祭
）」に
出
店

「
宮
の
市（
商
業
祭
）」に
出
店
し
ま
し
た

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

　

女
性
部
で
は
、
11
月
５
日（
土
）、

６
日（
日
）の
２
日
間
、「
宮
の
市（
商

業
祭
）」に
出
店
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
出
店
し
た
バ
ン
バ
通
り
は
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

宮
の
市（
商
業
祭
）の
出
店
に
あ

た
っ
て
は
、
事
業
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
ど
ん
な
も
の
を
販
売
す
る

か
を
決
め
て
い
ま
す
。
毎
年
恒
例

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ま

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
今
年
も
一

日
目
に
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
が

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

「
第
36
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
し

ず
お
か
藤
枝
大
会
」が
10
月
28
日

（
金
）
～
29
日（
土
）、
静
岡
県
藤

枝
市
で
開
催
さ
れ
、
関
東
エ
リ

ア
か
ら
２
、７
６
６
人
が
登
録
参

加
し
、
当
所
青
年
部
か
ら
は
、

檜
山
会
長
以
下
15
人
で
登
録
参

加
し
ま
し
た
。
関
東
エ
リ
ア
の

志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
の

「
縁
」を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
運
営
専
務　

鈴
木　

康
史
）

　
「
宮
の
市（
商
業
祭
）」が
11
月

５
日（
土
）、
６
日（
日
）に
開
催

さ
れ
、青
年
部
ブ
ー
ス
で
は
、「
も

つ
カ
レ
ー
う
ど
ん
、
そ
ば
」「
地

酒
」を
販
売
し
ま
し
た
。
ど
れ
も

大
好
評
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

遊
び
に
来
て
い
た
だ
い
た
多
く

の
皆
さ
ま
に
、
青
年
部
一
同
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
経
営
研
修
委
員
会　

委
員
長　

滝
川　

潤
）

持
ち
寄
っ
た
衣
類
や
、
雑
貨
、
食
料

品
な
ど
を
安
く
販
売
し
て
い
る
の

で
、
一
部
衣
類
が
残
る
程
度
で
売

り
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
２
日
目
は

食
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
あ
た
た
か
い
食
べ
物
を
提
供
し
た

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
お
赤
飯
や

助
六
寿
司
の
定
番
商
品
の
ほ
か
に
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
販
売
し
ま

し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
い
ろ

い
ろ
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

会
員
同
士
が
連
携
し
て
楽
し
く
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
当
女

性
部
は
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
発
に
活
動

し
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
交
流
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
理
事
・
事
業
委
員
会

委
員
長　

西
岡　

美
沙
）

関東ブロック大会に参加したメンバー大好評だった宮の市「青年部ブース」

にぎわいを見せる女性部ブース

２
０
１
６
年
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
宇
都
宮
大
会
を
開
催
！

そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　

宇
都
宮
珠
算
連
盟
主
催（
田
中
昇

会
長
）の
全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー

ル
宇
都
宮
大
会
が
、
11
月
23
日（
水
）

に
当
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
を
中
心
に
１
１
７
人

が
参
加
し
、
個
人
８
部
門
、
団
体

２
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
・
小
学
生
の
部「
そ
ろ

ば
ん
宇
都
宮
一
」は
武
石
心こ
は
る花
さ
ん

（
簗
瀬
珠
算
学
校
）、
中
学
生
の
部

「
そ
ろ
ば
ん
宇
都
宮
一
」は
寺
内
愛あ

ゆ結

さ
ん（
宮
原
珠
算
塾
）、
団
体
競
技
・

小
学
生
の
部
は
簗
瀬
珠
算
学
校
、
中

学
生
の
部
は
宮
原
珠
算
塾
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。
競
技
終
了
後
は
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
参
加
者
全
員
に

当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
後
、
コ
ン

ク
ー
ル
を
終
了
し
ま
し
た
。
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当
所
関
係
者
の
中
か
ら
、
4
人

の
方
が
秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
章
を
心
か
ら
お
祝

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
28
年  

秋
の
叙
勲
・
褒
章

建築設計監理業振興

本澤 宗夫氏
（㈱本澤建築設計事務所 代表取締役会長　

元（一社）日本建築士事務所協会連合会副会長、
元（一社）栃木県建築士事務所協会会長）

旭日小綬章

業務精励

山中 光正氏
（山中建築板金 代表　

栃木県板金工業組合理事長）

黄綬褒章

生活衛生功労

松本 典文氏
（北関東産業㈱　代表取締役 

（公社）全国ビルメンテナンス協会相談役、
（公社）栃木県ビルメンテナンス協会相談役　

当所常議員）

旭日小綬章

教育研究功労

菅野 長右ェ門氏
（宇都宮大学名誉教授　

元宇都宮大学学長）

瑞宝中綬章

当所役員・
議員

当所
元顧問

当所
会員

当所
会員

　

小
規
模
事
業
者
を
除
く「
容
器
」

「
包
装
」を
使
っ
て
商
品
を
売
っ
た
り
、

「
容
器
」を
つ
く
っ
て
い
る
事
業
者

（
特
定
事
業
者
）の
皆
さ
ま
は
、
再
商

品
化
委
託
申
込
が
必
要
で
す
。

【
申
込
期
間
】

12
月
12
日（
月
）
～

平
成
29
年
２
月
8
日（
水
）

【
受
付
】

〈
書
類
に
よ
る
申
込
〉

当
所
に
郵
送
ま
た
は
持
参

〈
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
込
〉

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

（
以
下「
当
協
会
」）ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.jcpra.or.jp

）

※
自
社
が
特
定
事
業
者
か
な
ど
の

ご
相
談
は
当
協
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３-

５
２
５
１-

４
８
７
０
）、

委
託
申
込
関
係
書
類
の
請
求
は
当

協
会
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３-

５
６
１
０-

６
２
６
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

再
商
品
化
委
託
申
込
の
開
始
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問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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黒糖・ごまサブレ

新
入
会
員
の
紹
介

6
月
1
日
～
30
日
ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱ニチイ学館coco塾宇都宮校 宇都宮市馬場通り4-1-1うつのみや表参道スクエア2F 028-624-3667 英会話教室
㈱村上酒店 宇都宮市板戸町360-3 028-670-8899 酒類販売
Ｎｉｃｏｌｅ 宇都宮市上大曽町308ヴァンデュール上大曽102 028-688-8456 美容（カット、パーマ、カラー）
大日総建 宇都宮市下川俣町459-1 028-678-8121 建設（解体、整地、斫り、改修工事）
上野装備(合同) 宇都宮市宝木町2-2573-39 028-622-0380 ブラインド工事
ＨＡＰＰＹ　ＦＩＥＬＤ 宇都宮市細谷町680-6 028-627-0466 化粧品販売・エステ
㈱Ｈ＆Ｐ 宇都宮市宿郷1-12-9 宿郷カサブランカビル3F-A 　　   ー 飲食（スナック）
ソワン・ブリエ 宇都宮市峰4-3-21サンワマンション601 090-8515-9164 化粧品販売・エステ
Ｂｅａｕｔｅ　Ａｙａ 宇都宮市若草3-1-10リステル西村203 028-623-6446 化粧品販売・エステ
㈱クリアハウス 宇都宮市今泉新町45-7今泉新町ハイツⅠ1F 028-688-8859 ハウスクリーニング
㈱ホシケン宇都宮店 宇都宮市西原町58-1 028-623-1825 内装材料卸（カーテン、クロス等）
㈲澤田管工 宇都宮市城南2-3-6 028-655-6331 空調工事（ダクト等)
京伸工業 宇都宮市江曽島町1145-1グランディートプレスC-105 080-6758-2324 一般住宅建築工事
オリエンタルヒーリングＨＲ 宇都宮市鶴田町1744-19TKファクトリー202 028-611-1765 フェイシャル･ボディエステ、整体
㈲村上自動車商会 さくら市氏家2670 028-682-2904 自動車販売、修理
㈱ＲｏｃｋＳｈｏｒｅ 宇都宮市簗瀬3-7-7 028-348-0361 自動車修理・仕上げ
㈱エスホーム 宇都宮市平出町2563-3 028-613-6606 注文住宅建築
かもし家 宇都宮市中央5-17-20 028-341-8278 飲食（和食）
ヤマゼンコミュニケーションズ㈱ 宇都宮市ｲﾝﾀｰﾊﾟｰｸ4-3-1 028-648-1111 印刷、WEBｻｲﾄ運営
Ｂａｒ　Ｌｉｎｋ 宇都宮市曲師町6-1 028-306-3275 飲食（バー）主にウイスキー、軽食
㈱Ｐｒｏｌｏｇｕｅ 宇都宮市今泉町237 FKD宇都宮店2F グラムロバーツ 028-623-6888 婦人服小売
AROUND hair lounge 宇都宮市中央5-16-19 澁谷ビル2F 028-678-2970 美容（カット、カラー、ヘアケア）
㈱木の花ホーム 栃木市西方町本城62-3 0282-92-0198 一般住宅建築（新築、リフォーム等）
㈲ろくはら 宇都宮市簗瀬町813-6 028-636-0726 飲食（洋食）・宅配（弁当）
㈱マイナビ　栃木支社 宇都宮市東宿郷2-2-1 ビッグﾞ･ビースクエア3F 028-651-5021 就職・転職・アルバイト情報提供サービス
6月1日～30日加入分（順不同・敬称略）  　　　　　※公開不可の個人事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目
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金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種
の
商
談
会
で
す
。

受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
!!

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
工
業
版
）

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
事

前
に
発
注
案
件
を
提
示
し
、
そ
の

案
件
に
対
応
可
能
な
受
注
希
望
企

業
が
商
談
を
申
し
込
む
形
式
で
、

30
商
工
会
議
所
に
よ
る
共
催
で
実

施
し
ま
す
。
商
談
に
至
ら
な
け
れ

ば
参
加
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
は
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
！

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
受
注
希

望
企
業
の
中
か
ら
、
発
注
企
業
が

商
談
希
望
企
業
を
決
め
る
た
め
、

精
度
の
高
い
商
談
が
行
え
ま
す
。

〈
参
加
者
の
声
〉

「
本
商
談
会
は
受
注
確
率
が
高
く
、

感
謝
し
て
い
ま
す
」

「
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
事
前
に

設
定
さ
れ
て
い
て
、
効
率
よ
く
対

応
で
き
ま
し
た
」

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】

平
成
29
年
３
月
10
日（
金
）

【
会
場
】

丸
の
内
２
丁
目
ビ
ル
内
会
議
室

（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
２-

５-

１
）

【
参
加
費
】

◎
受
注
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー
は
無

料
。
商
談
会
参
加
が
決
定
し
た
場
合
、

会
員
企
業
１
千
円
／
件
、
非
会
員
企

業
２
千
円
／
件

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）、
樹

脂
成
型
・
加
工
、
設
置
工
事
等

【
参
加
対
象
】

主
催
商
工
会
議
所
エ
リ
ア
内
お
よ
び

関
東
近
県
の
製
造
業
者
で
、
商
談

テ
ー
マ
に
対
応
可
能
な
企
業

【
募
集
企
業
数
】

◎
受
注
企
業
１
５
０
社

【
申
込
締
切
】

◎
受
注
企
業

　

12
月
16
日（
金
）

【
申
込
方
法
】

東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
に
て
提
出
。

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
で
育
っ
た
産
物

を
確
か
な
技
術
で
お
届
け
し
て
い
る

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」。

　

宇
都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協

議
会
で
は
、
お
す
す
め
の
商
品
を
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
御
菓
子
司　

桝
金
の

「
栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」を
３
人
の
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
製
造
販
売
元
】

御
菓
子
司  

桝
金

☎
０
２
８-

6
5
0-

5
0
3
0

　

当
所
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
業

種
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
場
の
提

供
を
目
的
と
し
て
、「
会
員
大
会
」を

開
催
し
ま
す
。

　

会
員
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
29
年
2
月
21
日（
火
）

午
後
3
時
50
分
開
会

【
場
所
】　

栃
木
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
駒
生
1-

1-

6
）

【
内
容
】

◎
第
一
部「
講
演
会
」

〈
講
師
〉 

パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン

〈
テ
ー
マ
〉 「
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
の

地
域
の
魅
力
発
信
！
」

◎
第
二
部「
抽
選
会
」

来
場
者
を
対
象
に
抽
選
会
を
実
施

【
参
加
費
】無
料　

【
定
員
】 

６
０
０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）　

※
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
１
事
業
所
の

参
加
人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
会
員
事
業
所
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
応
募
概
要
〉

【
申
込
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
事
業
所
名
③
氏

名
④
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】12
月
28
日（
水
）消
印
有
効

【
当
選
発
表
】

商
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
発
表
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
先
】

〒
３
２
０-

０
８
０
６

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-
４

宇
都
宮
商
工
会
議
所

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
商
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
」係

※
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
応

募
デ
ー
タ
は
抽
選
に
か
か
わ
る
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
年
末
年
始
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、
お
歳
暮
な
ど
に
適
し
た
詰

合
せ
を
、
特
別
価
格
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
込
】　

本
誌
折
込
チ
ラ
シ
裏
面
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
も
れ
な
く
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
８-

６
３
４-

８
６
９
４
）

で
総
務
部　

会
員
大
会
担
当
あ
て
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】　

平
成
29
年
1
月
20
日（
金
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

宇
都
宮
雷
都
物
語宇

都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
第
７
弾
！

御
菓
子
司 

桝
金「
栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」を

３
名
さ
ま
に
！

　完熟した苺「とちおとめ」の
風味をそのままに、桝金独自
の製法で極上のジャムに仕上
げました。

栃木いちごジャム
１本（４６０ｇ）１，１５０円
１本（２８０ｇ）７００円

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

6
0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

http://w
w
w
.u-cci.or.jp

問合せ

　日本人とアメリカ人のお笑いコ
ンビ。日米文化をネタにしたお笑
いで、人気を博す。情報番組や
英語教養番組への出演をはじめ、
テレビやラジオ、イベントで活躍
中。「ものスタ」「未来世紀ジパ
ング」（テレビ東京）、「世界番付」
(日本テレビ)ほか多数出演。

パックンマックン
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

●	

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
支
援
し
、
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支

援
す
る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委

託
を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

北村会頭に活動報告書を提出する
村上委員長（中央）と加藤副委員長（右）

（10月31日〈月〉）

北村会頭に活動報告書を提出する
宇佐美委員長（中央）と阿久津副委員長（右）

（10月28日〈金〉）

北村会頭に活動報告書を提出する
若月委員長（中央）と増山副委員長（右）

（10月28日〈金〉）

【
活
動
報
告
書
の
概
要
】

　

当
委
員
会
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
討
議
を
行
い
、
㈱
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
宇
都
宮
の
加
藤
勉

支
店
長
や
、
栃
木
県
事
業
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
大
森

治
統
括
か
ら
、
意
見
を
い
た

だ
い
た
ほ
か
、
宇
都
宮
商
工
会

議
所
会
員
に
対
し
て
、
事
業

【
活
動
報
告
書
の
概
要
】

　

当
委
員
会
は
、
延
べ
７
回
に

わ
た
っ
て
会
議
を
開
催
し
、
そ

の
間
に
宇
都
宮
二
荒
山
神
社

や
、
宇
都
宮
市
市
民
ま
ち
づ

く
り
部
、
宇
都
宮
市
教
育
委

員
会
文
化
課
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
よ
り
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
実
施
を
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
中
で「
二
荒
の
森
」

【
活
動
報
告
書
の
概
要
】

　

当
委
員
会
で
は
、
地
域（
宇

都
宮
市
）の
現
状
や
課
題
を
把

握
す
る
た
め
に
、
宇
都
宮
市
総

合
政
策
部
か
ら「
宇
都
宮
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
宇
都
宮
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」の
説
明
を
受
け
た
。
そ

の
内
容
を
も
と
に
、
議
論
を
重

ね
た
結
果
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
女
性
の
活
躍
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
結
論
に

　

そ
の
た
め
、「
事
業
承
継
へ

の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
」と

し
て
、
会
員
事
業
所
の
参
考

に
な
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
内
容
に
ま
と
め
た
の
で
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
幅
広
い
周

知
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

識
に
い
た
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
当
委
員

会
で
調
査
・
研
究
の
中
で
得

ら
れ
た
知
識
を
整
理
し
、
今

後
の
宇
都
宮
商
工
会
議
所
が

実
施
す
べ
き
歴
史
・
文
化
に
係

る
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
十
分
に
反
映
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

そ
の
た
め
に
、
宇
都
宮
商
工

会
議
所
と
し
て
女
性
起
業
家
や

女
性
経
営
者
へ
の
支
援
を
積
極

的
に
実
施
し
、
女
性
の
就
業
促

進
・
継
続
と
子
育
て
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
や

企
業
規
模
に
お
い
て
、
女
性
が

活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
官
と
民

と
を
つ
な
げ
る
橋
渡
し
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

承
継
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
現
状
や
課
題
、
不
安
な
ど
、

中
小
企
業
経
営
者
の
実
際
の
声

を
集
約
し
た
結
果
、
事
業
承
継

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や

課
題
解
決
に
い
た
る
ま
で
の
手

順
と
、
留
意
点
を
示
す
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
に
い
た
っ
た
。

（
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
）が
伝
統

的
に
宇
都
宮
繁
栄
の
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
多
く
の
市
民

に
と
っ
て
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

「
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
」を
代
表

と
す
る
、
宇
都
宮
市
の
歴
史
物

や
文
化
を
再
認
識
・
再
評
価
し
、

次
代
の
人
た
ち
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
務
め
で
あ
る
と
の
認

い
た
っ
た
。

　

そ
し
て
、
女
性
の
就
労
状
況

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、

会
員
企
業
を
対
象
に「
女
性
活

躍
・
就
労
継
続
に
か
か
わ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
と
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
要
約
す

る
と
、
女
性
の
就
労
継
続
に
欠

か
せ
な
い
出
産
・
育
児
・
介
護

な
ど
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
整
備
促
進
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
で
あ
り
、官
民
が
一
体
と
な
っ

北村会頭に活動報告書（提案書）を提出

企業経営委員会 まちづくり委員会 地域活性化委員会
研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講

習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど

を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
貸

会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。　

　

約
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、
利

用
し
や
す
い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
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2
8-

6
3
7-

3
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問合せ

貸
会
議
室

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます。
〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。



商工会議所共済制度

　当所会員事業所から、「商工会議所の担当者と名乗る者から、退職金や保険について、電話での勧誘があった」との問い合わせが
数件寄せられました。保険会社が商工会議所を名乗っての営業活動は行っていませんので、ご注意いただきますようお願いしま
す。なお、不審な電話を受けた場合には、当所総務部までご連絡ください。

商工会議所を名乗る「退職金や保険」の

電話勧誘にご注意ください！！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

1415 December 2016

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	　　　			改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答			「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、	相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 12月13日、平成29年1月10日		午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日）	
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 12月16日（１日知財窓口）
	 平成29年1月6日（弁理士知財相談）
	 両日とも午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

（法律相談・	弁理士知財相談	・	1日知財窓口）

総
務
部

☎
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7-

3
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問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

12月の
ふれあい共済等

振替日

12月22日（木） 相談
無料

経
営
支
援
部
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問合せ

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 
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1
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問合せ

　
マ
ル
経
融
資
は
、宇
都
宮
市
内（
旧

河
内
町
・
旧
上
河
内
町
除
く
）で
1

年
以
上
事
業
を
営
み
、
当
所
の
経
営

指
導
を
6
カ
月
以
上
受
け
、
事
業
の

改
善
に
取
り
組
む
資
金
と
し
て
、
次

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

5
人
以
下（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
20

人
以
下
）、
製
造
業
・
建
設
業
な
ど

は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
市
県

民
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】

2
、
0
0
0
万
円（
※
1
）

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期

間
1
年
以
内
）、
設
備
資
金
10
年
以

内（
う
ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
1
6
％
（
※
2
）

（
平
成
28
年
11
月
29
日
現
在
）

※
1	

1
、
5
0
0
万
円
を
超
え
る
融
資
に

つ
い
て
は
、
事
業
計
画
書
等
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
2
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
に

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

記
帳
継
続
指
導

　

帳
簿
の
記
帳
は
、
自
社
の
経
営
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
必

須
で
あ
り
、
財
務
分
析
や
経
営
計
画

の
立
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
経

営
判
断
を
行
う
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
が
い
る
事
業
所

で
は
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
所
で
は
個
人
事
業
者
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
、
年
間
を
通
し
て
現
金
出

納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の
各
種
帳
簿
の

記
帳
方
法
や
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
給

与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日

ま
で
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
納

期
の
特
例
を
受
け

て
い
る
源
泉
徴
収

義
務
者
の
納
期
限

（
平
成
28
年
7
月
～

12
月
分
）は
平
成
29

年
1
月
20
日（
金
）

で
す
。

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
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3
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引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
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生
命
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宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0 ふ

れ
あ
い
共
済

　

ふ
れ
あ
い
共
済（
入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
死
亡
特

約
付
福
祉
団
体
定
期
保
険
）の
利

益
配
当
金
額
と
支
払
予
定
日
は
次

の
と
お
り
確
定
し
ま
し
た
の
で
ご

案
内
し
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

平
成
27
年
10
月
１
日
～

平
成
28
年
９
月
30
日

【
支
払
予
定
日
】

12
月
22
日（
木
）

【
振
込
先
】

ふ
れ
あ
い
共
済
掛
金
の
振
替
預
金

口
座
に
お
振
り
込
み
し
ま
す
。

※
既
に
ふ
れ
あ
い
共
済
を
脱
退
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、加
入
月
数
に

応
じ
た
利
益
配
当
金
と
な
り
ま

す
。

※
ふ
れ
あ
い
共
済
と
は

　

ふ
れ
あ
い
共
済（
入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
死
亡
特

約
付
福
祉
団
体
定
期
保
険
）は
、当

所
会
員
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

く
も
の
で
、死
亡
や
高
度
障
害
、ケ

ガ
に
よ
る
入
院
に
対
す
る
保
障
の

ほ
か
、当
所
独
自
の
見
舞
金
・
祝
金

の
給
付
制
度
が
あ
り
、事
業
主
の

方
の
保
障
や
従
業
員
の
方
の
福
利

厚
生
に
適
し
て
い
ま
す
。1
年
更

新
で
、医
師
に
よ
る
診
査
は
不
要
。

業
務
内
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障

さ
れ
ま
す
。ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、重
要
事
項
説
明
書

（
契
約
概
要
・
注
意
喚
起
情
報
）を

必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
共
済
利
益
配
当
金
額
と
支
払
予
定
日
が
確
定
し
ま
し
た

12,993

15,872

9,133

23,538

12,255 9,192 6,127 3,063

17,653 11,769 5,884

6,849 4,566 2,283

11,904 7,936 3,968

5,754 4,316 2,877 1,439

3,820 2,866 1,910 956

7,954 5,965 3,977 1,988

4,716 3,538 2,358 1,180

9,745 6,496

16.90%

22.98%

19.90%

24.66%

21.65%

4,872 3,248 1,624

ふれあい共済利益配当金一覧 (平成27年10月1日～平成28年9月30日)　　
（単位：円）



会員情報局

6,007

6,007 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp
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コ
ー
ヒ
ー
豆
売
り
の
専
門
店
で
、
輸

入
し
た
コ
ー
ヒ
ー
生
豆
を
仕
入
れ
、
焙

煎
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

淹
れ
方
に
こ
だ
わ
ら
ず「
手
軽
に
美
味

し
く
飲
め
る
コ
ー
ヒ
ー
」を
心
が
け
、
素

材
選
び
や
焙
煎
方
法
な
ど
日
々
研
さ
ん

し
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
開
業
の
ご

相
談
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
な
ど
も
し
て
い

ま
す
。
平
成
26（
２
０
１
４
）年
に
は
焙

煎
技
術
競
技
会
に
６
位
入
賞
し
、
今
後

は
卸
売
に
も
力
を
入
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605	5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115	5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、
総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

商工会議所入口でＰＲ
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会
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（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
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宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種  
コーヒー販売 代表取締役		千葉		公次さん

〈所在地〉宇都宮市陽東3-7-2
〈営業時間〉AM11:00〜PM7:00

〈定休日〉水曜日
☎6028-660-8090
http://chibacoffee.jp

チバコーヒー
（株式会社おちば）

い
つ
か
ら
か
我
も
長
寿
の
群
に
い
る

お
寺
に
も
孫
が
来
て
い
る
木
魚
の
音

棚
田
継
ぐ
背
に
父
親
の
匂
い
あ
り

泣
か
さ
れ
た
酒
を
供
え
て
墓
詣
り

干
し
柿
の
の
れ
ん
の
影
を
貧
し
が
る

鍋
囲
む
湯
気
の
向
う
に
皺
が
揺
れ

身
の
丈
の
夢
転
が
し
て
い
る
余
生

先
代
が
時
々
の
ぞ
く
の
れ
ん
分
け

酉
の
歳
重
た
い
齢
の
置
き
ど
こ
ろ

そ
れ
な
り
に
座
る
と
炬
燵
座
が
決
ま
り

江
部　

政
司

生
田
目
昭
夫

山
口　

イ
ネ

御
牧　

秀
世

大
塚　

栄
子

鈴
木　
　

茂

鈴
木
芙
美
子

岡
田　

俊
光

福
士
美
枝
子

宮
田　
　

仁
（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
231
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
黄よ

み泉
の
国
に
も
多
き
友
達
。

〈
評
〉
跡
継
ぎ
の
ま
だ
い
な
い
山
門
。

〈
評
〉
一
気
に
暮
れ
る
山
の
夕
焼
け
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

誰
も
が
傷
つ
き
な
が
ら
生
き
て
い
る
。

 そ
し
て
、
誰
か
の
優
し
さ
に
癒
さ
れ
て

 ま
た
進
め
る
の
で
す
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
テーマ展「宇都宮ゆかりの画人」
2017年1月7日（土）〜2月12日（日）
博物館所蔵の椿椿山「大橋淡雅夫妻像」、菊地教中「山水図」など、
宇都宮ゆかりの画人たちの作品を展示。（同館チラシより）
一般=250円／大高生=120円

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「宇都宮美術館開館20周年・市制施行120周年記念	
石の街うつのみや−大谷石をめぐる近代建築と地域文化」
2017年1月8日（日）〜3月5日（日）
「大谷石」に焦点を当て、この石が生み出した近代建築を「宇都宮のデザ
イン史」として読み解くとともに、石をめぐる風景と産業がどのように「美
術作品」「地域文化」として表現・発信されたのかを探る。（同館HPより）
一般=600円／大高生=400円／小・中学生=200円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「旅するイギリス美術」
12月25日（日）まで
イギリスの美術は旅との関わりの中で発展してきた。18世紀はロー
マを旅して古典文化を知り、19世紀には自国の風景美に目覚めた。
ローマから栃木まで、イギリス美術を楽しむ（同館ホームページより）。
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
大
隈
良
典
氏
の
研
究
し
て
い
た
分
野
は
？

1.
2.
3.
4.
5.
9.
14.
16.
18.
20.
22.

1.
4.
6.
7.
8.
10.
11.
12.
13.
15.
17.
19.
21.
23.
24.

晴れた寒い日に舞うように散らつく雪
忘れられないほど深く恋したこと
企業のスリム化とそのための人員削減を英語で言うと？
どんな困難や失敗にもくじけずよみがえる○○○の人
完熟しないうちにとった青いエンドウの実。主に料理用に使われる
俗に「振袖火事」と言われる江戸時代最大の火事「○○○○の大火」
茶の湯の道、千利休によって大成した
お母さんが「お祝いに今夜は○○○でもとりましょう」などと
「あいつにはこちらが○○になってもかなわない」などと
四字熟語「○○曲折」
保養と健康づくりのための科学的温泉利用施設「○○ハウス」

明治5年12月3日から現在の暦になったので、この日「○○○○○の日」に
「○○ちり」「○○刺し」など冬の味覚の魚「てっぽう」とも言われる
「足し○○」「引き○○」「掛け○○」「割り○○」
うれしかったり満足したりすると下がる顔の一部
健康のためにはどんなに美味でも「腹○○○○○」を心掛けましょう
中国の時代区分「宋−元−○−清」
農家などで収穫物や農機具などを納めておく建物
インターネット上で情報やサービスを提供する場所
江戸時代の人材派遣業者を俗に「○○○○屋」と言った
「あいつとは○○カーの仲だ」などと
十返舎一九の「東海道中膝栗毛」の主人公と言えば？
うどんと汁だけの食べ物の言い方
人間の悪夢を食うと言われる動物
「征夷大○○○○○」、「徳川十五代○○○○○」
「私に金策の○○があるので今少し待ってくれ」などと

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

ジ
ン
コ
ウ
チ
ノ
ウ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　

上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
12
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
、
幕
末
明

治
の
激
動
の
時
期
に
、
英
国
外
交
を
に

な
う
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

彼
と
日
光
と
の
関
わ
り
を
縦
糸
に
、
彼

を
取
り
巻
く
人
々
や
事
柄
を
横
糸
に
し

て
、
た
ん
ね
ん
に
織
り
上
げ
ら
れ
た
の

が
本
書
で
す
。
多
く
の
文
献
を
参
照
し

国
内
外
の
現
地
調
査
も
行
い
、
3
年
が

か
り
で
書
か
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
に

「
日
光
学
」と
あ
る
よ
う
に
、
通
読
す

る
と
改
め
て
日
光
と
い
う
地
の
重
層
的

な
魅
力
が
よ
く
分
り
ま
す
。
今
年
7
月

に
整
備
開
園
し
た
中
禅
寺
湖
畔
の
英
国

大
使
館
別
荘
記
念
公
園
は
、
も
と
も
と

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
山
荘
で
し
た
。

　

県
内
に
は
益
子
や
那
須
な
ど
、
外
国

と
の
関
わ
り
が
深
い
地
が
何
カ
所
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
土
地
で
も
、
こ
う
し
た

本
が
書
か
れ「
栃
木
学
」が
生
ま
れ
る
と
、

す
ば
ら
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
日
光
学
　
聖
地
日
光
へ 

　
　  

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
旅
』

飯
野 

達
央［
著
］

随
想
舎

２
８
０
０
円
＋
税

「傷癒」
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十
二
月
十
五
日（
木
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
冬
渡
祭（
宇
都
宮
市
）

　

お
た
り
や
と
呼
ば
れ
る
神
事
。
無
病
息
災
、

家
内
安
全
を
願
っ
て
古
い
御
札
を
燃
や
す
お

焚
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
。
正
月
十
五
日
に
は
、

春
渡
祭
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
両
日
に
は
田
楽

舞
が
拝
殿
前
で
舞
わ
れ
、
夕
刻
か
ら
は
神
輿

渡
御
が
行
わ
れ
る
。

十
二
月
三
十
一日（
土
）　

大
岩
山
毘
沙
門
天
悪
口
ま
つ
り（
足
利
市
）

　

大
晦
日
の
晩
か
ら
新
年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

一
年
間
の
憂
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
、「
ば
か
や

ろ
う
」な
ど
悪
口
を
言
い
な
が
ら
参
拝
す
る
。

二
○
一
七
年

一
月
一
日（
日
）　

大
岩
山
毘
沙
門
天
滝
流
し
の
式（
足
利
市
）

　

護
摩
焚
き
に
よ
る
御
札
の
祈
祷
が
行
わ
れ
、

新
年
に
な
る
と
読
経
の
中
、
祈
願
者
の
頭
上

か
ら
僧
侶
に
よ
り
神
酒
が
注
が
れ
る
。

一
月
三
日（
火
）　

外
山
毘
沙
門
天
縁
日（
日
光
市
日
光
）

　

標
高
八
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
外
山
山
頂
に

祀
ら
れ
る
毘
沙
門
天
に
、
深
夜
零
時
か
ら
登

拝
し
、
ご
来
光
を
拝
み「
火
防
」の
御
札
や｢

福

銭｣

を
授
か
る
も
の
。

一
月
四
日（
水
）　

日
光
二
荒
山
神
社
武
射
祭（
日
光
市
中
宮
祠
）

　

中
宮
祠
上
神
橋
で
行
わ
れ
る
。
二
荒
山
の

神
と
赤
城
山
の
神
が
争
っ
た
と
い
う
神
話
に

由
来
す
る
祭
。
衣
冠
束
帯
の
神
官
た
ち
が
赤

城
山
め
が
け
て
矢
を
射
り
、
悪
魔
祓
い
を
行

な
う
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司

第02回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201612月〜			 20171月 師走─睦月

(写真提供：柏村祐司	『栃木の祭り』より)

　

最
近
、
食
料
品
の
店
頭
に
つ
き
立

て
の
餅
を
よ
く
見
か
け
る
。
お
陰

で
い
つ
で
も
好
き
な
時
に
餅
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
、
餅
は

正
月
等
特
別
な
日
の
食
べ
物
で
あ
っ

た
。今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
が
、

賑
や
か
に
行
っ
た
餅
つ
き
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
る
。

　

餅
が
正
月
を
は
じ
め
特
別
な
日
の

食
べ
物
で
あ
っ
た
の
は
、
保
存
食
で
あ

り
、
し
か
も
栄
養
価
が
高
く
腹
持

ち
が
良
い
こ
と
、
そ
の
上
も
ち
米
は

う
る
ち
米
に
比
べ
収
量
が
少
な
く
希

少
価
値
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

正
月
は
歳と

し
が
み神
の
祭
り
で
あ
り
、
そ
の

期
間
中
は
、
普
段
の
日
の
よ
う
な
仕

事
を
す
る
こ
と
を
忌い

む
。
そ
の
た
め

に
正
月
期
間
中
の
食
べ
物
と
し
て
餅

を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
暮

れ
に
餅
つ
き
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

宇
都
宮
辺
り
で
の
餅
つ
き
は
、
暮

れ
の
二
十
八
日
か
三
十
日
に
行
わ
れ

た
。
二
十
九
日
は
、「
苦
」に
つ
な
が

る
、
三
十
一
日
は「
一
夜
餅
は
良
く

な
い
」と
嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

餅
つ
き
は
、
近
く
の
親
戚
が
共
同

し
て
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。前
日
に
、

本
家
に
親
戚
の
者
が
集
ま
り
、
準
備

に
取
り
掛
か
る
。
中
で
も
大
事
な
の

は
、
も
ち
米
を
水
に
浸
し
て
置
く
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
米
は
十
分
に
水
分

を
含
ん
だ
も
の
で
な
い
と
良
く
蒸
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
準
備

は
女
た
ち
の
役
目
、
一
方
男
た
ち
は

竈か
ま
どで
燃
や
す
薪
を
集
め
、
も
ち
米
を

蒸
す
蒸せ

い
ろ籠
や
臼
・
杵き

ね

を
蔵
か
ら
出
し

水
洗
い
を
す
る
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　

餅
つ
き
当
日
は
、
女
た
ち
が
も
ち

米
を
蒸
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
蒸

籠
に
は
板
を
組
ん
だ
箱
型
の
物
、
あ

る
い
は
曲
げ
物
で
作
っ
た
円
筒
形
の

物
と
が
あ
る
。
と
も
に
蒸
気

が
抜
け
る
よ
う
に
底
に
穴
が

開
い
て
い
る
。
蒸
籠
の
内
側

に
麻
布
を
敷
き
、
も
ち
米
を

満
た
す
。
竈
に
水
を
満
た
し

た
釜
を
掛
け
、
そ
の
上
に
蒸

籠
を
乗
せ
る
。
釜
の
湯
が
沸

騰
し
、
蒸
籠
か
ら
湯
気
が
上
が
る
。

こ
れ
が
し
ば
ら
く
続
く
と
も
ち
米

が
蒸
し
あ
が
る
。

　

餅
つ
き
開
始
。
臼
の
下
に
稲
わ
ら

を
十
字
に
敷
き
、
臼
の
傍
ら
に
は
ぬ

る
ま
湯
を
入
れ
た
桶
を
置
く
。
蒸

し
上
が
っ
た
も
ち
米
を
蒸
籠
か
ら
臼

に
移
す
。
こ
の
蒸
し
た
て
の
も
ち
米

を
ひ
と
つ
か
み
掴
み
頬
張
る
。
こ
れ

が
餅
つ
き
で
の
ち
ょっ
と
し
た
楽
し
み

で
も
あ
っ
た
。

　

餅
つ
き
は
、
杵
を
持
っ
た
つ
き
手

と
コ
ネ
ど
り
と
が
一
体
と
な
っ
て
行

う
。
初
め
は
杵
を
も
ち
米
の
上
か

ら
押
し
あ
て
、
そ
の
後
、
本
格
的

な
餅
つ
き
と
な
る
。
つ
き
手
が
杵
を

振
り
下
ろ
す
度
に
、
コ
ネ
ど
り
が
餅

を
返
す
。
二
人
の
呼
吸
が
合
わ
な
い

と
餅
つ
き
は
調
子
良
く
進
ま
な
い
。

や
が
て
米
粒
が
無
く
な
り
、
す
っ
か

り
餅
状
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
餅
つ
き

は
完
了
と
な
る
。
コ
ネ
ど
り
が
臼
の

中
か
ら
餅
を
取
り
出
し
、
粉
を
ま

ぶ
し
た
熨の

し

い

た

斗
板
の
上
に
置
く
。
こ

れ
を
熱
が
冷
め
な
い
う
ち
に
素
早
く

お
供
え
餅
や
熨
斗
餅
に
仕
上
げ
る

の
で
あ
る
。

　

多
い
家
で
は
十
臼
以
上
も
餅
を
つ

き
上
げ
、
一
日
が
か
り
の
餅
つ
き
と

な
る
。
も
ち
米
だ
け
の
白
餅
つ
き
の

合
間
に
、
餡あ

ん

こ
ろ
餅
作
り
が
行
わ
れ

る
。
白
餅
よ
り
も
丁
寧
に
突
き
上

げ
、湯
を
少
々
注
ぎ
柔
ら
か
く
す
る
。

こ
れ
を
引
き
ち
ぎ
り
餡
を
包
む
。

砂
糖
が
貴
重
で
あ
っ
た
時
代
、
餡
こ

ろ
餅
は
格
別
な
食
べ
物
で
あ
っ
た
。

　
一
日
が
か
り
の
餅
つ
き
も
海
苔
餅

や
豆
餅
つ
き
で
終
わ
る
。
各
自
持

ち
分
の
お
供
え
餅
や
熨
斗
餅
を
持

ち
帰
り
、
翌
日
、
熨
斗
餅
を
切
り

分
け
て
一
連
の
餅
つ
き
が
全
て
終
わ

り
と
な
る
。

　

近
年
、
こ
う
し
た
餅
つ
き
の
光
景

も
宇
都
宮
辺
り
で
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
暮
れ
の
餅
つ
き
は
、
単
な

る
作
業
で
な
く
餅
つ
き
文
化
を
形
づ

く
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
時
代
の
流

れ
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、

宇
都
宮
か
ら
ま
た
一つ
日
本
的
な
る

文
化
が
姿
を
消
し
た
。

「 

餅
つ
き
の
話
」

つき立ての
餅から

お供餅を作る

台所での
餅つき



おもてなし
推進委員会

販路開拓を
お考えの

小規模事業者の
皆さまへ

札幌商工会議所創立１１０周年

■補助対象者
小規模事業者
［商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律（平成５年法律第５１号）第２条を準用］

■対象となる事業

■補助率・補助額

■申請から補助金受領までの基本的な手続の流れ

経営計画に基づき、商工会議所の支援を受けながら実施する販路開拓等のための事業

ホームページの開設やネット販売
システムの構築、管理システムの導入◎ITを活用した広報や業務効率化

新たな市場を狙って
商品パッケージのデザインを一新

◎商品パッケージや
　包装紙・ラッピングの変更

新たな販路を求め、
国内外の展示会へ出展◎商談会・展示会への出展

◎集客力を高めるための店舗改装

◎広告宣伝 新たな顧客層の取り込みを
狙い、チラシを作成・配布
幅広い年代層の集客を図るための
店舗のユニバーサルデザイン化

■補助対象経費

①機械装置等費　②広報費　③展示会等出展費　④旅費　⑤開発費
⑥資料購入費　 ⑦雑役務費　⑧借料　⑨専門家謝金　⑩専門家旅費
⑪車両購入費（買物弱者対策事業の場合に限ります）　⑫委託費　⑬外注費　　 

サービス業
（宿泊業・娯楽業以外）

卸売業・小売業 常時使用する
従業員の数
　　

5人以下

常時使用する
従業員の数
　　

5人以下

補助額補助率

上限50万円
ただし、次の①～④の場合は上限が100万円となります。
①従業員の賃金を引き上げる取り組みを行う事業者
②雇用を増加させる取り組みを行う事業者
③買物弱者対策の取り組み
④海外展開の取り組み

※複数の事業者が連携する場合には、上限は100万円～500万円です。

補助対象経費の
2/3以内

製造業その他

サービス業のうち
宿泊業・娯楽業

常時使用する
従業員の数
　　

20人以下

常時使用する
従業員の数
　　

20人以下

まずは早めにご連絡・ご来所ください。補
助対象者の要件を満たしているか等の
確認とともに、計画書作成のポイント等
をご説明いたします。

平成29年1月20日締切
※本事業の趣旨から、社外の代理人のみでの相
談や事業支援計画書（様式４）の交付依頼等
を行う事はご遠慮ください。

自社の補助対象事業終了から1カ月以内
もしくは平成30年1月10日まで（補助金
事務局必着）

宇都宮商工会議所から事業支援計画書（様式４）の発行及び提出書類一式の返却を受ける。

①宇都宮商工会議所へ相談
※経営計画書（様式２）、補助事業計画書（様式３）の作成をはじめ提出書類等についてご相談ください。
※「買物弱者対策の取り組み」を申請しようとする場合には、宇都宮市が発行する「買物弱者対策事業」推薦書（様式８）が必要です。
　宇都宮市役所商工振興課へお問い合わせください。

②宇都宮商工会議所へ事業支援計画書（様式４）の作成・交付を依頼
※申請する際の全ての書類一式を宇都宮商工会議所へ提出してください。
※申請者と協議のうえ事業支援計画書（様式４）を作成します。発行までに２日～３日以上かかります。

日本商工会議所の平成28年度第2次補正小規模事業者持続化補助金〈一般型〉の
ホームページにアクセス　http://h28.jizokukahojokin.info/ippan/　　
※公募要領をダウンロードして補助金の内容をチェック

補助金交付決定後、販路開拓事業の実施
※補助事業計画書（様式３）に基づき事業を実施

日本商工会議所による審査、採択、補助金交付決定
※応募者全員に結果が郵送されます。（共同申請の場合には代表事業者のみ）
※採択されるとホームページでも公表されます

日本商工会議所補助金事務局へ申請書類一式を送付
※公募要領のチェックリストを活用して提出書類を確認

所定の期限までに実績報告書等の提出
※日本商工会議所による報告書等の確認が行われ、不備・不足が無いことの確認が終わり次第補助　金を請求・受領（清算払い）
※帳簿や支出の根拠となる証拠書類は５年間（平成35年3月31まで）保存

平成29年3月中旬頃
※状況により前後します。

補助金交付決定通知書の日付から
平成29年12月31日まで

平成28年11月4日から募集開始

手続き等の内容Step

1

2

3

4

5

6

7

期限等

平成29年1月27日締切
（当日消印有効、持参不可）

対象例
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宇都宮市もったいない運動市民会議 （事務局：宇都宮市環境部環境政策課） 経営支援部 ☎028-632-2409  ☎028-637-3131問合せ 問合せ

宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　

賞
味
・
消
費
期
限
切
れ
な
ど
に
よ
り
未

開
封
で
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
食
品
、
い
わ

ゆ
る「
も
っ
た
い
な
い
生
ご
み
」が
増
え
て

い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
も
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
が
、
家
庭
か

ら
の
生
ご
み
の
う
ち
約
50
％
も
占
め
て
い

ま
す
。

　

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
て
し
ま
う
な
ん

て「
も
っ
た
い
な
い
」で
す
よ
ね
！

　

家
庭
や
職
場
に
お
い
て
、
食
品
の
買
い

物
や
食
事
を
す
る
と
き
に
、「
も
っ
た
い

な
い
残
し
ま
10（
て
ん
）
！
」運
動
に
取
り

　

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
、
自
社
の

経
営
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
販
路
開

拓
等
の
取
り
組
み
に
対
し
国
か
ら
補
助
金

が
出
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
皆
さ
ま
の
経
営
計
画

書
や
補
助
対
象
事
業
計
画
書
の
作
成
、
販

　

特
に
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
・
新
年
会

な
ど
宴
会
が
多
い
時
期
で
す
。
楽
し
い
会

話
に
夢
中
に
な
り
、
料
理
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
宴
会
で
の
食
べ
残
し
量
は
、

ラ
ン
チ
・
定
食
の
５
倍
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、

食
べ
残
し
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

「
も
っ
た
い
な
い
残
し
ま
10
！
」運
動
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
幹
事
の
方
に
は
、
表

1
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
例
に
よ
り
宴
会
開
始
時

や
宴
会
終
了
の
前
に
、
料
理
の
食
べ
き
り

組
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
ご
み
を
減
ら
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

取
組
内
容
は
コ
チ
ラ
!!

◎ 

食
材
は
10
割
使
い
切
る
、
料
理
は
10

割
食
べ
切
る
！

◎ 

毎
月
10
日
を「
残
し
ま
10
！
の
日
」に

設
定
。
10
日
は
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
食
材
管
理
を
し
よ
う
！

◎ 

宴
会
で「
残
し
ま
宣
言
」。
開
始
10
分
・

終
了
10
分
は
料
理
に
専
念
し
て
残
さ

ず
食
べ
よ
う
！

路
開
拓
実
施
の
際
の
支
援
・
助
言
を
行
い

ま
す
。

　

手
続
き
の
流
れ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
相
談

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

み
ん
な
で
食
べ
残
し
を
減
ら
し
、「
も
っ

た
い
な
い
」の
心
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
宇
都

宮
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
取
組
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
！

実際に賞味・消費期限切れなどにより、未開封で廃棄された生ごみ

●宴会開始時
『皆さん、おいしい料理を食べ切らな
いのは「もったいない」ので、乾杯の
後の１０分間とお開き前の１０分間は、
料理を残さず食べて、宴会を楽しみま
しょう！』

●宴会終了１０分前
『皆さん、間もなくお開きの時間です
が、テーブルの上に食べ物は残ってい
ませんか。まだ食べられるのに捨てら
れてしまう料理は「もったいない」ので、
残さないようにお願いします！』

「もったいない残しま１０！」
運動チャレンジしてネ！

宇都宮市もったいない運動
市民会議について

人、もの、まちを大切にするこころを

持ち、日々の生活や事業活動を行う

「もったいない運動」の普及を目指し、

平成21年３月に宇都宮商工会議所な

どの30の団体で設立された組織です。

表1／宴会での「もったいない残しま10（てん）！」運動
　　  幹事さんのアナウンス(例)

販路開拓をお考えの小規模
事業者の皆さまへ
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　みなさんはオリオン通りの一部店舗の前に置い
てあったパラソルやテーブルセットをご覧になり
ましたか。
　今月号では、１０月の１カ月間で実施された社
会実験「宇都宮まちなかオープンカフェ事業」と
「降りチャリ、押しチャリ」を特集しました。
　２つの実験とも、新たな試みであり、今後どうなるか楽し
みな部分もありながら、全国的にみても事例がないというこ
とで、さまざまな課題も浮き彫りになったとのことです。
　これからどう変わっていくのか、楽しみです。（中山）

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITOMAEBASHI

12月
December

商
工
会
議
所
の
活
用
レ
シ
ピ

Recipe
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元
和
７（
1
6
2
1
）年
、
水
戸

藩
初
代
藩
主
徳
川
頼
房
公
に
よ
っ

て
家
康
公
を
祀
る
神
社
と
し
て
創

建
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
８
年
に
は

県
社
に
列
し
、
社
殿
は
国
宝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
災
で
焼
失

し
昭
和
37
年
に
現
在
の
社
殿
が
造

営
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
頼
房
公

も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は

頼
房
公
が
奉
納
し
た
銅
灯
籠
、
光

圀
公
が
作
ら
せ
て
水
戸
城
門
に
吊

し
時
刻
を
知
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ

る
常と
き
わ
や
ま
じ
し
ょ
う

葉
山
時
鐘
、
斉
昭
公
考
案
の

戦
車
・
安あ
ん
じ
ん
し
ゃ

神
車
、
国
指
定
文
化
財

の
太
刀
・
附
つ
け
た
り
い
と
ま
き
だ
ち
ご
し
ら
え

糸
巻
太
刀
拵
な
ど
が

現
存
し
て
い
ま
す
。

　

前
橋
の
年
の
初
め
を
飾
る
１
月

９
日
の「
初
市
ま
つ
り
」は
、
だ
る

ま
や
縁
起
物
な
ど
多
く
の
露
店
が

な
ら
び
、
夜
遅
く
ま
で
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
六
斎
市
と

し
て
毎
月
４
と
９
の
日
に
開
か
れ

た
日
用
雑
貨
や
生
糸
の
市
が
起
源

で
、
厩う
ま
や
ば
し橋（
現
在
の
前
橋
）城
主
、

酒
井
重し
げ
た
だ忠
候
の
時
代
か
ら
続
く
伝

統
あ
る
行
事
と
い
わ
れ
、
別
名
だ

る
ま
市
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

本
町
の
八
幡
宮
境
内
で
行
わ
れ

る
古
い
だ
る
ま
を
燃
や
す「
お
焚

き
上
げ
」で
幕
を
上
げ
、
八
幡
宮

か
ら「
市
神
様
」の
渡
御
行
列
、
木

遣
り
や
神
輿
な
ど
の
行
列
が
中

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

心
商
店
街
を
練
り
歩
き
、
東
和

銀
行
本
店
前（
憩
い
の
広
場
）の
仮

宮
ま
で
行
進
し
ま
す
。
今
年
は
、

４
０
０
年
を
記
念
し
た
特
別
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

４００年目の前橋初市まつり 水戸東照宮

水戸東照宮
水戸市宮町2-5-13　☎029-221-3784

前橋初市まつり
日時／平成２９年１月９日（月・祝）午前10時〜午後10時（催物は午後9時半まで）

お焚き上げ…10時　渡御の儀…10時30分〜11時30分頃
場所／国道50号（本町通り）および中心市街地

問合せ／前橋初市まつり実施委員会（（公財）前橋観光コンベンション協会）
☎０２７-２３５-２３１１

第17回
岸
前
の
金
・
土
曜
日
に
「
感
謝
祭
」
と
し

て
割
引
販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
い
つ
も
お
買
い
求
め
頂
い
て
い
る
皆
さ

ま
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
作
る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

私
ど
も
で
は
、
お
か
き
・
あ
ら
れ
は
風

味
が
一
番
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
原
料

の
も
ち
米
は
厳
選
し
、
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
ど
も
な
ら
で
は
の
商
品
開
発

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
品
質
管

理
も
徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

努
力
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
、
お
取
引
先
は

い
ず
れ
も
長
い
お
つ
き
あ
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
そ
れ
も
私
ど
も
の
信
用
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
い
社
長
の
下
で
、
鈴
雅

製
菓
工
場
も
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
。

私
は
や
は
り
「
も
の
づ
く
り
」
を
い
ち
ば

ん
大
切
に
考
え
る
、
職
人
気
質
で
し
た
。

新
社
長
に
も
「
も
の
づ
く
り
」
を
大
切
に

考
え
て
も
ら
い
つつ
、
新
し
い
舵
取
り
を
し

て
も
ら
え
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

私
ど
も
の
会
社
は
昭
和
38
年
に
現
在
の

場
所
で
父
が
創
業
し
ま
し
た
。
今
年
11

月
に
、
私
か
ら
専
務
の
鈴
木
教
郎
に
経
営

を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

創
業
し
て
す
ぐ
に
商
工
会
議
所
の
会
員

と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
お
つ
き
あ
い
は
ず

い
ぶ
ん
長
い
で
す
。
生
命
保
険
共
済
な
ど

で
、
お
世
話
に
な
って
い
ま
す
。

　

私
ど
も
で
は
、
創
業
当
初
、
柿
の
種
専

門
メ
ー
カ
ー
で
し
た
。
近
年
で
は
、
お
か

き
・
あ
ら
れ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
自
社

ブ
ラ
ン
ド
商
品
よ
り
も
他
社
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
製
造
が
多
い
の
で
、
鈴
雅
の
商
品
と

は
ご
存
じ
な
い
ま
ま
召
し
上
が
っ
て
い
る
方

も
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
お
取
引

先
は
、
県
外
が
多
い
で
す
ね
。
県
内
企
業

へ
出
荷
し
、
そ
こ
か
ら
県
外
の
店
舗
に
送

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
社
に
直
営
の
販
売
店
を
併

設
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
少
し
で
も
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
周
知
で
き
た
ら
、
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
店
舗
で
は
毎
年
３
月
の
彼

創
業
当
初
か
ら
の
会
員
、

保
険
共
済
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

鈴木繁友会長（右）と鈴木教郎社長（左）、会長夫人の美智子さん

写真上／おかき、あられなどの同社の
商品　写真下／本社工場内の生産ラ
インでは多様な商品が作られています

有限会社鈴雅製菓工場
代表取締役会長　鈴木繁友
代表取締役社長　鈴木教郎
本社／宇都宮市上横田町７７３
☎028-658-1991
5028-658-5970

平成28年度 宇都宮市商店街連盟加盟商店街・賛助会員の年末年始イベント情報

商店街名・大型店 イベント名 内　容 期　間 会　場

馬場町通り商店街

宇都宮大学前商店会

オリオン通り曲師町商業(協)

バンバ通り商店街

宇都宮ユニオン通り商店街（振）

NPO法人宇都宮中心商店街活性化委員会
バンバ通り商店街

オリオン通り曲師町商業（協）
二荒通り商店街、馬場町通り商店街、
日野町商店街（振）、鉄砲町商店会

馬場南通り会、互運会
みはし通り商店会、宇都宮パルコ
MEGAﾄﾞﾝ・ｷﾎｰﾃ ﾗﾊﾟｰｸ宇都宮店

宇都宮表参道ｽｸｴｱﾃﾅﾝﾄ会、宇都宮屋台横丁

宇都宮パルコ

福田屋百貨店

宇都宮ステーション開発㈱

㈱かましん

東武宇都宮百貨店

東武馬車道通り商店街（振）

宇都宮オリオン通り商店街（振）

現金１０万円が当たる！バンバ歳末宝くじ

オリオンワクワクマーケット

オリオン通り歳末セール

健康ダンス

オリオンイルミネーション

歳末福引

イルミネーション

市制１２０周年にちなんで
120本+１本の当たりを用意

フリーマーケット

12月25日まで

オリオン通りアーケード内

バンバ通り商店街加盟店

中心商店街イルミネーション

オリオンイルミネーション

イルミネーション

イルミネーション「光の並木路」

第８回スイーツグルメフェスタ

ご当地グルメとうまいもの市

小松流今泉新町お囃子会

新春餅つき初め＆振る舞い

涼風花　書道パフォーマンス

カントリーマーケットin宇都宮

大九州展

暮の大市

パセオ・ザ・バーゲン

イルミネーション

年末抽選会

HAPPY HOLDAY SALE
（クリスマスセール）

福袋販売

GRAND　BAZAR

仮面ライダーゴーストがやってくる！

新春特別企画500本大福引大会

2017年酉年スペシャルふくろうと写真撮影
＆動物ふれあい広場

歳末セール

宇都宮アート＆スポーツ専門学校による健康ダンス

イルミネーション点灯

商店街で買い物をされたお客様に
抽選券を進呈、抽選会場にて抽選

イルミネーション点灯

イルミネーション装飾

イルミネーション点灯

街路灯へのイルミネーション装飾

街路灯へのイルミネーション装飾

話題のスイーツや人気の
ご当地グルメが集まるスイーツフェスタ

ご当地グルメ、うまいものが宇都宮に大集合

小松流今泉新町お囃子会によるお囃子

大田原指定無形民俗文化財の
「福原餅つき唄保存会」のみな様による餅つき

日光市出身の書道家「涼風花」さんの
新春書道パフォーマンス

人気のカントリー雑貨販売会

九州自慢のうまか味が、インターパーク店に揃いました。

宇都宮駅ビルパセオ１F「えきの市場」にて
生鮮品の大市を開催

福袋やバーゲンを駅ビルパセオにて実施

宇都宮西口ペデストリアンデッキにて
イルミネーションを展開

かましんカード会員様限定。12月16日より
1,080円（税込）お買上で１スタンプ発行。スタンプ5個で1回抽選。

全商品10％OFF（一部除外店舗あり）

パルコの初売り福袋

半期に一度のバーゲンセール

「クイズ大会」＆「握手会」です。

１０，０００円（現金）で福引を引き、
商品券+人気商品が当たります。

幸せを呼ぶ鳥ふくろうと写真撮影ができます。

12月17日～18日

12月31日まで

12月18日

平成29年1月15日まで

12月21日～25日

平成29年1月15日まで

平成29年1月15日まで

平成29年1月15日まで

平成29年1月10日まで

平成29年1月15日まで

12月27日～平成29年1月5日

12月27日～平成29年1月5日

平成29年1月1日

平成29年1月1日

平成29年1月2日

平成29年1月7日～9日

平成29年1月7日～16日

12月29日～31日

平成29年1月2日～9日

平成29年2月14日まで

12月30日～12月31日

12月16日～12月25日

平成29年1月1日～

平成29年1月1日～1月17日

平成29年1月2日

平成29年1月3日

平成29年１月４日

オリオン通り各店

オリオン通りイベント広場

オリオン通りアーケード内（東側）

ほっとステーション

町内大通りバンバ地区

中心商店街

オリオン通りアーケード内（西側）

宇大前商店会

東武馬車道通り

FKDインターパーク店
２階大催事会場

FKD宇都宮店
３階大催事会場

ＦＫＤ宇都宮店
１Ｆ南側エスカレーター入口

ＦＫＤ宇都宮店 １Ｆアトリウム

FKD宇都宮店
３階大催事会場前特設会場

FKDインターパーク店
２階大催事会場

FKD宇都宮店
３階大催事会場

宇都宮駅ビルパセオ１F
「えきの市場」

宇都宮駅ビルパセオ

JR宇都宮駅西口
ペデストリアンデッキ

各店の店頭または店内

宇都宮パルコ全館

５階　イベントプラザ特設会場

（11月29日現在）



（
税
込
）


